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研究成果の概要（和文）：本研究の主眼は，高等教育機関における英語学習プログラムを総合的に効率化するこ
とを目的として，教育という営為の中で自然発生する大量のデータを有効活用する手立てを提案することであ
る。具体的に，本研究では，（a）授業時に行われるのテストの自動採点および自動分析システムの開発，（b）
オンライン学習ログデータに対して数理モデルを適用し，成績の事前予測システムの開発，（c）学生の学習状
況の数理モデル化に取り組んだ。また，実際に学生に対して提供されている英語学習プログラムに上記の３点を
実装し，これらの有効性に関する評価を得た。

研究成果の概要（英文）：Applying data-driven analysis, the project attempted to establish an 
efficient foreign language teaching program. The works of the project include (a) development of 
automated scoring software, (b) a non-linear model that predicts students' grade before assessment, 
and (c) a stochastic model that fits well to students' engagement to classes.

研究分野：外国語教育

キーワード： データ駆動主義　効率化　外国語教育　高等教育　ベイズ統計　データサイエンス　英語教育　教育の
質保証
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研究成果の学術的意義や社会的意義
昨今，日常的に発生する大量のデータを利活用しようとする新しいタイプの応用研究が注目を浴びている。教育
研究もその例外には漏れないが，データ解析がどれほど教育実践に対して還元されているかといえば，顕著な成
果が報告されているとは言い難い。本研究は，徹底的に教育現場に根ざした応用を目標とし，実際の英語学習プ
ログラムに対して多種のデータ解析を実装しようとしたものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 昨今，教育研究を含むさまざまな学術的分野において，日常的に発生する大量の電子的デー
タによって社会的価値を創出しようとする，新しいタイプの応用研究が研究者の注目を集めて
いる。このようなタイプの応用研究は，一般にデータサイエンスなどとも呼ばれており，この
ように大量の電子的データを積極的に利活用する態度を総称し，データ駆動主義と呼ぶことも
ある。データ駆動主義という態度は，急激な情報ネットワーク技術の向上や，計算技術の高度
化によるところが大きい。 

 しかしながら，教育研究，特に国内の外国語教育研究においては，データ駆動主義による比
較的高度なデータ解析技術が，どれほど実際の教育実践に対して有効に還元されているかとい
えば，十分に顕著な成果が報告されてきているとは言い難い。 

 そこで，本研究では，教育現場の根ざしたデータに対して，高度なデータ解析技術の応用す
ることを主たる目標とし，高等教育機関における英語学習プログラムに対して多種のデータ解
析を実装しようとしたものである。 

 

２．研究の目的 

 本研究の主眼は，日本の高等教育機関における英語学習プログラムを，総合的に効率化する
ことを一義的な目的として，オンライン学習教材における学習ログや，各試験，そして授業時
における小テストの得点といった教育という営為の中で自然発生する大量のデータを有効活用
する具体的な手立てを提案し，それを実際の教育現場に対して実装するものである。 

 

３．研究の方法 

 具体的に，本研究では，以下の３つの課題に対して並列的に取り組んだ。 
 
（a） 授業時に行われるのテストの自動採点および自動分析システムの開発 
（b） オンライン学習ログデータに対して数理モデルを適用した成績の事前予測システムの開
発 
（c） 学生の学習状況の数理モデル化 
 
４．研究成果 
 実際に学生に対して提供されている英語学習プログラムに上記の３点を実装し，これらの有
効性に関して概ね肯定的な評価を得ることができた。それぞれのプログラムにおける実装の例
は，以下の通りである。 
 
（a）授業時に行われるのテストの自動採点および自動分析システムの開発 
 統計解析環境である Rと，Visual Basic Script，そして Windows Powershell などといった
複数のプログラミング言語を使用することにより，比較的高度なユーザーインタフェースを揃
える Windows 実行ファイル形式（.exe）のアプリケーションを開発し，これを国立大学におい
て 1,000 人規模を対象とする英語学習プログラムの中で小テストおよび期末試験採点用として
試験的に運用した。図 1は，当該のアプリケーションのユーザーインターフェイスの様子であ
る。 
 当該のアプリケーションは，古典的テスト理論を援用した分析レポートを html ドキュメント
形式によって自動生成し，これを蓄積することで簡便にデータベースを構築できる。２年間に
亘る試験運用の結果，当該のアプリケーションの使用により，教員の採点および評価業務の負
担が著しく軽減されることがわかった。 
 現在は，このアプリケーションの一般公開に向けての準備作業に取り組んでいる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1. 自動採点および自動分析アプリケーション 
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（b）オンライン学習ログデータに対して数理モデルを適用した成績の事前予測システムの開発 
 オンライン学習ログデータにおける消化コンテンツ数の時系列推移は，ロジスティック曲線
やゴンペルツ曲線といった非線形関数のよって近似されることが合理的に期待される。このこ
とから，ベイズ統計の要領によって非線形モデル関数を個々の学習者の学習履歴にフィッティ
ングさせることで，将来の最終的な消化コンテンツ数を予測することができるはずである。図
2 では，横軸をオンライン学習コンテンツの消化率を示し，破線はフィッティングさせるモデ
ル関数を表している。非線形関数が当該のデータに対して近似することが視覚的にもわかる。 
 1,000 人程度の英語の学習ログデータを訓練データとし，上記のモデルを検討したところ，
実際に成績予測がある程度の精度をもって可能であることがわかった。その精度は，単位取得
が認められない学生のおよそ 86%を検出する程度である。 
 
 

 
 
 

 
図 2. オンライン学習コンテンツの消化率とモデル関数の例 

 
 
 さらに，この予測システムを実装し，成績判定事前に学生に対して eメールによって自律学
習を促すような措置を取り，その効果を検証した。その結果，成績の事前予測から単位取得困
難であることを知った学生は，成績判定事前において学習量が増すことが明らかになった。 
 
（c）学生の学習状況の数理モデル化 
 当該の英語学習プログラムにおいて，各授業回に，「振り返り」と称して学生に対して，1週
間の学習の取り組みに関するアンケートを実施し，短期間ながらもパネルデータを得た。 
 このアンケートデータの情報は，潜在クラスモデルといった一種の数理モデルによって適切
に圧縮することができる。当該のアンケートデータは，時系列データをなすことから，各時点
において学生が所属するであろうクラス間の遷移もまた遷移確率行列として表現することがで
きる。これは一種のマルコフ過程といった一種の確率過程に見立てることができる。図 3は，
マルコフ過程に学生の学習状況を見立てた様子を表している。 
 本研究では，300 人程度のデータに対して，この数理モデルが適用できることを証明した。
具体的に，教員が学生の学習状況を把握するためには，確率的に学生を３から４グループに分
け，このグループ間の遷移確率をもとめることが有効であるという知見を得た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3. 学生の学習状況が３時点において遷移するモデルの概略 

 
 
 
 



 なお，これらの３件は，すべて同一の英語学習プログラムにおいて実装され，その結果につ
うてのアンケート調査を行った。結果は，おおよそ期待するような効果をもたらしていること
を示唆した。 
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